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１．はじめに
11「 」 、生きる力 の育成が重要視され 平成










































































































( ) は、急進的構成主義の立Glasersfeld 1990 5)
場からその基本原理として 「認識の機能は、
言葉の生物学的な意味において適応的
( )であり、適応性( )や生存可能性adaptive fit
( )に向かうものである 」と述べていviability 。
る。中原( )は、 ( )の生存1998b Glasersfeld 1990














Inhelder,Sinclair,Bovet 1974 Perret-Clermont( ) や7)
( ) らは、観点の調整がより高次の思考1980 8)
へ導くことを実証し、 ( ) は子Clements 1990 9)
どもが心的活動を反省することで、数学的知
識の創造が行われるとしている。























る見地から カミイ( )が、構成主義のC. 1987
立場からは中原( )らが、その重要性を1998b






















( ) はこの点に関して「知識Brousseau 1981 10)
の基準は問題にある」と指摘する。また、













、 、 、れば 実世界とは 問題をも含むものであり
図２のようになると考えられる。
この考えを明らかにするために平林( )1985



























































































































































































は ポリア（ ） が述べる『帰納的な態G. 1959 13)




































矢野( ) の授業実践から『自律性』2004 14)




























































÷ ＝ (㎡) ÷ ＝ (羽)A 470 47 10 A 47 470 0.1




























A B C Aであるように ・ ・ の３場面を提示し、
と 、 と は共通の数があるため比較可能B B C




C1 C2 C3かという視点から分析を試みる ・ ・。
の発言は、決定に際して 「面積が同じだか、
ら 「にわとりの数が同じだから 「ＡとＢ，」 」
ＢとＣのように～どちらか一方を揃えれば」
小屋の面積とにわとりの数


















































続いて、実践例②として土屋( ) を例2002 15)
示する。土屋( )は東京書籍の教科書「平2002
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